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A Study on Learnings from Observation of Practice and Environment 





















Abstract：The purpose of this paper is to show how students make observations for, and have 
the specific images of environment and practice for children in nursery school at several 
months after admission. According to our questionnaire, it’s suggested that students’ 
observation of nursery school leads to their clear images of environment and practice for 
children, and the deep understandings of a variety of subjects on nursery school. 
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１．本研究の背景  
核家族化が進む中、直近の 3 年以内に絞って乳幼児との関わる経験をたずねてみても、関わ
りのあった学生は 2 割程度しかいないという実情がある。  
日本全国の保育者養成校を対象とした質問紙調査（ 2016 年度～ 2017 年度に実施）によると、

















 本研究では、 2 年制昼間部のコースを有する保育者養成校である A 短期大学（埼玉県）の 1










 東京都 H 市内の私立 M 認定こども園（幼稚園型および保育所型を併設）にて１年生１６０名
が訪問見学をすることを想定し、園と相談の上、８０名ずつの単位に分割して訪問日程を下記
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のように２日程に分散させて見学することとした。  
 
A グループ： 2016 年 5 月 26 日 (木 ) 午前 10 時 10 分～午前 11 時 30 分  
B グループ： 2016 年 6 月  2 日 (木 ) 午前 10 時 10 分～午前 11 時 30 分  
 
 さらに、 A グループを 20 名ずつの A-1・ A-2・ A-3・ A-4 の 4 グループに再分割し、 B グルー
プも同様に 20 名ずつの B-1・ B-2・ B-3・ B-4 グループに分割した。  




A・ B グループとも、学内にて以下の９０分間の事前教育を実施した。  
 
A グループ： 2016 年 5 月 12 日 (木 ) 午前 10 時 40 分～ 12 時 10 分  
B グループ： 2016 年 5 月 19 日 (木 ) 午前 10 時 40 分～ 12 時 10 分  
 
訪問予定の認定こども園（幼稚園型及び保育所型）について、以下の予備学習を行った。  
 ・子ども・子育て支援新制度上の認定こども園の位置づけについての学び  
    幼稚園・保育所との差異について等  
 ・認定こども園の類型についての学び  
     訪問予定の認定こども園で見学する幼稚園型および保育所型について  
  ・当日の時程  
     A 短期大学に集合し園に移動して見学を終え、 A 短期大学に戻るまでの時程、グル
ープ分け、見学順路  
  ・見学の際の注意点  
     ・子どもたちの保育に支障なく安全に見学させいただくことの大切さ。  
     ・見学の際の礼儀・マナー的心得の大切さ。  
     ・持ち物や服装・身だしなみ（安全への配慮とともに、学生が活動しやすいもの）。  
  ・見学の視点について  
     ・幼稚園型・保育所型における年齢毎の保育室の配置、園庭等の屋外環境といった
物的環境のみを園内マップを用いて解説し、「幼稚園型における 3 歳以上児クラ
スの室内環境」「保育所型における 3 歳以上児クラスの室内環境」「保育所型にお
ける 3 歳未満児クラスの室内環境」「その他の園内環境」の 4 区分で、視点の中
心を環境として見学するよう伝えた。  
121
秋草学園短期大学 紀要 35号（2018） 
２－３）認定こども園見学  
２－１）に予定が記載された通りの日程で訪問見学を行った。見学日当日には、 A グループ  





学生のうち、下記の事後指導に出席した学生（ A グループは 75 名、 B グループは 76 名の 1 年















A グループでは 2016 年 6 月 9 日(木)に質問紙調査を実施し、園見学に参加した 76 名中
の 75 名が回答した。また、B グループでは 2016 年 6 月 16 日(木)に質問紙調査を実施し、
















































































































図３  「具体的にどのような内容が役に立ったか」の  
共起ネットワーク  
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図４  「園見学をふまえて今後の授業でもっと知りたい  
こと」の共起ネットワーク  
図５  入学後早期の学生による保育現場見学において、とても効果があったと思われる項目  
N=149 
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見学参加者のうち、有効回答を記した 149 名の学生を対象とした「とても効果があった
と思われる項目」としての回答数は、「保育現場のイメージがついた」が 113 名、「園とし
ての保育環境についてのイメージがついた」が 109 名、「園生活のイメージがついた」が 83
名であった。現場イメージをつかむことには効果があったと理解できよう。  

















































委員会 平成 27 年度 課題研究報告 p.7 
http://www.hoyokyo.or.jp/profile/senmon/research_report28.pdf 
[2] 幼稚園教育要領（ 2017）（フレーベル館） 
[3] 厚生労働省通知 「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」（平成 27 年
3 月 31 日、厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知、雇児発 0331 第 29 条） 
[4] 一般社団法人全国保育士養成協議会（2017） 『保育実習指導のミニマムスタンダー
ド 2017 年版』 
[5] 保育所保育指針（2017）（フレーベル館） 
[6] 茗井香保里編著（ 2017） 「新保育所保育指針（平成 29 年告示）における『安全』の
記述について」 『幼稚園・保育所・施設実習  ---子どもの育ちと安全を守る保育者を
めざして---』 p.7. （大学図書出版）  
[7] 樋口耕一（2004） テキスト型データの計量分析  --- 2 つのアプローチの峻別と統合  
『理論と方法』 19(1) pp.101-115. （ナカニシヤ出版）  
[8] 樋口耕一（2014） 『社会調査のための計量テキスト分析  –内容分析の継承と発展を
目指して--』 （ナカニシヤ出版）  
 
128
